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第106号（２面）2014年2月10日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





*******************************************************************





ＤＶＤ上映とお話し





　●　郷土史家古橋研一氏が、スライドによる映像を使いながら話されました。忠魂碑とは、戦病死や無名戦士を供養するためだけのものではなく、資料にみるように、忠魂碑、記念碑、表忠碑、国威宣揚、八紘一宇、と都内だけでも表記の違いが多くあり、国威高揚のために全国で建立された・・・との話を裏付けていました。建立の費用の多くは、募金活動や軍部の後押しによるものであることなど、詳細な下調べに基づいたお話が続きました。戦後、多くのものが撤去されましたが、例えば国分寺では、「戦没記念碑」「忠魂碑」として撤去せず、移動したものもありました。国民学校時代、登下校に奉安殿に敬礼したことを思い出し、戦争の遺産として撤去しない方法もあると思いました。（稲城市　津田櫓冬）


　●　身近な地域についてとてもよく調べられていて感心しました。忠魂碑が戦争で亡くなった人の慰霊のために建立されたとしても、講師が言われたように、軍部が人々のそういう慰霊の気持ちを、戦争を継続するために利用したのも事実でしょう。学校内に設置されたものは子ども達への影響も大きかったと思います。戦争を起こさないことが何より大事なのに、何故戦争が起きたのかを不問にしてしまう装置の一つだと感じました。（柴崎　三宅征子）


　●　戦争責任の全てを東京裁判の被告に押し付けた国民が、一方ではこのような「後始末」に汗を流していたことを知る貴重なお話でした。早速その足（自転車）で泉龍寺へ行きましたが、狛江国民学校から大八車か何かで運ぶ時、うっかり記念碑を落として上部を破損してしまったおっさん達（？）の表情を想像して苦笑してしまいました。その後「戦争のことなどきれいさっぱり忘れちゃった」国民ですが、過去に戦争があった証として各地の記念碑は保存すべきだと思います。（染地　伊賀上武）


　●　参加された八王子の方から、八王子では昭和27年ころに忠魂碑の再建立が公費で行われ、それについて何の議論も起こらなかったと伺ったことは、ちょっとした驚きでした。しかも碑銘は「殉国の碑」だったとのこと。「新憲法」があまり浸透していなかったのですね。講師が言われたように「再々建立」などが行われる時代が来ないようにがんばりましょう。（布田　石川康子）








調布九条の会「憲法ひろば」創立１０周年記念


　　　コーラスとトークのつどい


池辺晋一郎さんと平和を歌おう


　2015年1月25日（日）於：グリーンホール


　　　　　　　　　　　（調布駅南口徒歩１分）


◆第１部鼎談：池辺晋一郎・奥平康弘・堀尾輝久『九条と私』（仮題）、◆第２部：池辺さんの指揮で、池辺さんの作品と池辺編曲のポピュラーな曲を歌います。


　合唱団員募集


申し込み先：調布「憲法ひろば」事務局


参加費：8000円（分割可）


練習は土・日、または平日の夜で20回。


　会場はたづくり内を中心に確保します。


スタート：3月2日（日）18時　たづくり1階・むらさきホール（調布駅南口徒歩3分）
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参加費300円





２０１４年２月１日


　　　　第90回例会





　第92～94回例会の予定（4～5月は会場も未定）


◆第92回(4月)例会　4月26日（土）13：30～


　テーマ：集団的自衛権　講師：（要請中）


◆第93回(5月)例会　5月24日か31日（土）13：30～


　テーマ：オリンピック報道と憲法　講師：（要請中）


◆第94回(6月)例会（みんなのまつりin たづくり参加）


　　6月21日（土）午後（時間は実行委員会で相談中）


　会場：たづくり映像シアター


　テーマ：日本と韓国の市民運動　講師：要請中
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